
遮熱断熱塗装ガイナの遮熱断熱塗装ガイナの
導入による効果導入による効果導入による効果導入による効果



ガイナ塗装の提案内容ガイナ塗装の提案内容ガイナ塗装の提案内容ガイナ塗装の提案内容

断熱塗料ガイナを屋根に塗装することで、塗装面からの熱の侵入を軽減し、断熱塗料ガイナを屋根に塗装することで、塗装面からの熱の侵入を軽減し、断熱塗料ガイナを屋根に塗装することで、塗装面からの熱の侵入を軽減し、断熱塗料ガイナを屋根に塗装することで、塗装面からの熱の侵入を軽減し、
作業環境の改善、作業効率の作業環境の改善、作業効率の作業環境の改善、作業効率の作業環境の改善、作業効率の 改善、省エネ効果を実現します。改善、省エネ効果を実現します。改善、省エネ効果を実現します。改善、省エネ効果を実現します。

・ガイナとは/成分と塗膜構造/塗膜写真/遮熱効果

・施工事例１～４

・施工実績(工場倉庫抜粋)

・工場案件の建物状況

・ガイナ塗装前後での建物温度分布・ガイナ塗装前後での建物温度分布

・ガイナ塗装による温度低減効果まとめ

・ガイナ塗装により期待される各種効果

・１０年後のトータルコスト比較

・総合的なサポート

・断熱効果のシミュレーション

・施工仕様設定



ガイナ誕生の背景・歴史ガイナ誕生の背景・歴史ガイナ誕生の背景・歴史ガイナ誕生の背景・歴史

・・・・JAXA(（独）宇宙航空研究開発機構（独）宇宙航空研究開発機構（独）宇宙航空研究開発機構（独）宇宙航空研究開発機構)がロケット開発で培った最先端の断熱がロケット開発で培った最先端の断熱がロケット開発で培った最先端の断熱がロケット開発で培った最先端の断熱

技術の技術転用を受けて㈱日進産業が民生用に開発した高性能断熱塗料技術の技術転用を受けて㈱日進産業が民生用に開発した高性能断熱塗料技術の技術転用を受けて㈱日進産業が民生用に開発した高性能断熱塗料技術の技術転用を受けて㈱日進産業が民生用に開発した高性能断熱塗料
です。です。です。です。

・建物の屋根・外壁に塗装することにより、太陽光による熱の建物への侵入・建物の屋根・外壁に塗装することにより、太陽光による熱の建物への侵入・建物の屋根・外壁に塗装することにより、太陽光による熱の建物への侵入・建物の屋根・外壁に塗装することにより、太陽光による熱の建物への侵入
を大幅に削減することが出来ます。を大幅に削減することが出来ます。を大幅に削減することが出来ます。を大幅に削減することが出来ます。

スピンスピンスピンスピンスピンスピンスピンスピン
オフオフオフオフ

JAXAコスモードプロジェクト
の第１号商品です。

断熱塗料シスターコート断熱塗料シスターコート断熱塗料シスターコート断熱塗料シスターコート

ＨＨＨＨⅡⅡⅡⅡ-Ａロケットの断熱技術Ａロケットの断熱技術Ａロケットの断熱技術Ａロケットの断熱技術

ラ
イ
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ン
ス
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諾

ＧＡＩＮＡ

日進産業日進産業日進産業日進産業
(シスターコートシスターコートシスターコートシスターコート)

JAXA

Ｈ１２Ｈ１２Ｈ１２Ｈ１２ Ｈ１７Ｈ１７Ｈ１７Ｈ１７ Ｈ１８Ｈ１８Ｈ１８Ｈ１８



ガイナの成分と塗膜構造ガイナの成分と塗膜構造ガイナの成分と塗膜構造ガイナの成分と塗膜構造

・水性塗料

・中空セラミックビーズとアクリルシリコン樹脂のハイブリット

・塗膜構成(乾燥時)：

⇒中空セラミックビーズ ＝ 約８０％

⇒アクリルシリコン樹脂 ＝ 約２０％
セラミックが敷き詰めら
れた非常に強固な塗膜れた非常に強固な塗膜

400～500μm

塗膜構造イメージ図塗膜構造イメージ図塗膜構造イメージ図塗膜構造イメージ図



ガイナの塗膜写真ガイナの塗膜写真ガイナの塗膜写真ガイナの塗膜写真

塗膜断面塗膜断面塗膜断面塗膜断面 写真①写真①写真①写真①

塗膜表面塗膜表面塗膜表面塗膜表面 写真②写真②写真②写真② 塗膜表面塗膜表面塗膜表面塗膜表面 写真③写真③写真③写真③



ガイナによる熱侵入削減の原理ガイナによる熱侵入削減の原理ガイナによる熱侵入削減の原理ガイナによる熱侵入削減の原理

ガイナは、一般の遮熱塗料のように塗膜の反射性能だけに頼るのではなく、以ガイナは、一般の遮熱塗料のように塗膜の反射性能だけに頼るのではなく、以ガイナは、一般の遮熱塗料のように塗膜の反射性能だけに頼るのではなく、以ガイナは、一般の遮熱塗料のように塗膜の反射性能だけに頼るのではなく、以
下に示す４つの性能を組み合わせて、より効果的に太陽光による熱侵入を抑え下に示す４つの性能を組み合わせて、より効果的に太陽光による熱侵入を抑え下に示す４つの性能を組み合わせて、より効果的に太陽光による熱侵入を抑え下に示す４つの性能を組み合わせて、より効果的に太陽光による熱侵入を抑え
ています。ています。ています。ています。

①高反射率①高反射率①高反射率①高反射率
・太陽光の近赤外線を９０％反射
・熱線を反射し、塗膜表面での熱発生を抑える。

太陽光太陽光太陽光太陽光 ①①①①

②②②②

②高放熱性②高放熱性②高放熱性②高放熱性
・塗膜の熱の９５％を遠赤外線にて放射(４２℃で)

・塗膜の熱を放出し、温度を下げる。

③低熱伝導性③低熱伝導性③低熱伝導性③低熱伝導性
・低熱伝導性により、熱の侵入を抑える。

④小比熱容量④小比熱容量④小比熱容量④小比熱容量
・空気と同程度の比熱容量。
・熱を溜めこまない。
・空気が流れるだけで熱が奪われ温度が下がる。

遠赤外線遠赤外線遠赤外線遠赤外線
放射放射放射放射

③③③③

④④④④



遮熱・断熱塗料としてのガイナの強み遮熱・断熱塗料としてのガイナの強み遮熱・断熱塗料としてのガイナの強み遮熱・断熱塗料としてのガイナの強み

遮熱・断熱塗料としてのガイナの強み遮熱・断熱塗料としてのガイナの強み遮熱・断熱塗料としてのガイナの強み遮熱・断熱塗料としてのガイナの強み

内容内容内容内容 具体的には具体的には具体的には具体的には

遮熱性能遮熱性能遮熱性能遮熱性能 ・太陽光を約９０％反射。

・反射だけでなく、放射、低熱伝導、小熱容
量の効果により効果的に熱の侵入を防ぐ。

反射だけに頼らないため、遮熱性能を
長期的に維持出来る。
(夏の省エネ効果の持続)

断熱性能断熱性能断熱性能断熱性能 ・中空ビーズにより断熱することで、冬場の
熱の流出を抑え保温効果を実現出来る。

冬場の保温効果で、暖房負荷を低減す
ることが出来る。熱の流出を抑え保温効果を実現出来る。 ることが出来る。
(冬の省エネ効果)

防音性能防音性能防音性能防音性能 ・中空ビーズにより形成された塗膜により、
雨による音の発生を大幅に低減する。

折板屋根で発生する雨音がほとんど聞
こえなくなる。
(作業環境の改善)

防汚性能防汚性能防汚性能防汚性能 ・塗膜の帯電防止性能により汚れを引き付
けず、親水性により付着した汚れを雨で洗い
落とす。

塗膜が汚れにくいことで、遮熱性能を長
期的に維持出来る。
(夏の省エネ効果の持続)

耐久性耐久性耐久性耐久性 ・セラミック塗膜により非常に強い耐久性を
有する。

塗替え目安１５～２０年で、塗替え回数
を削減出来る。
(長期的な工事費の削減)



ガイナの総合的な効果ガイナの総合的な効果ガイナの総合的な効果ガイナの総合的な効果(１５の特徴１５の特徴１５の特徴１５の特徴)

断熱・遮熱・防音など１５の特徴断熱・遮熱・防音など１５の特徴断熱・遮熱・防音など１５の特徴断熱・遮熱・防音など１５の特徴 塗るだけで、塗るだけで、塗るだけで、塗るだけで、塗るだけで、塗るだけで、塗るだけで、塗るだけで、
「暑い、寒い、うるさい、汚い、臭い」「暑い、寒い、うるさい、汚い、臭い」「暑い、寒い、うるさい、汚い、臭い」「暑い、寒い、うるさい、汚い、臭い」「暑い、寒い、うるさい、汚い、臭い」「暑い、寒い、うるさい、汚い、臭い」「暑い、寒い、うるさい、汚い、臭い」「暑い、寒い、うるさい、汚い、臭い」
とととととととといった問題を大幅に改善！！いった問題を大幅に改善！！いった問題を大幅に改善！！いった問題を大幅に改善！！いった問題を大幅に改善！！いった問題を大幅に改善！！いった問題を大幅に改善！！いった問題を大幅に改善！！

防音防音防音防音
断熱断熱断熱断熱 遮熱遮熱遮熱遮熱

弾性弾性弾性弾性

防露防露防露防露

消臭消臭消臭消臭

透湿透湿透湿透湿

防護防護防護防護

防菌防菌防菌防菌

施工施工施工施工

安全安全安全安全

高耐久高耐久高耐久高耐久

癒し癒し癒し癒し

防汚防汚防汚防汚

不燃不燃不燃不燃



施工事例施工事例施工事例施工事例ーーーー１１１１(スレート屋根スレート屋根スレート屋根スレート屋根)

ガイナをスレート屋根に施工した場合の表面温度比較ガイナをスレート屋根に施工した場合の表面温度比較ガイナをスレート屋根に施工した場合の表面温度比較ガイナをスレート屋根に施工した場合の表面温度比較

無塗装無塗装無塗装無塗装 ガイナ塗装ガイナ塗装ガイナ塗装ガイナ塗装

スレート屋根スレート屋根スレート屋根スレート屋根 ６０℃ ３６．９℃

鉄扉鉄扉鉄扉鉄扉 ５１．３℃ ３７．８℃

表面温度の比較表面温度の比較表面温度の比較表面温度の比較

・場所：埼玉県
・測定日時：２００９年８月１５日１４：００
・外気温：２９℃

無塗装面無塗装面無塗装面無塗装面 ガイナ塗装面ガイナ塗装面ガイナ塗装面ガイナ塗装面



施工事例施工事例施工事例施工事例ーーーー２２２２(コンクリート屋根コンクリート屋根コンクリート屋根コンクリート屋根)

ガイナをコンクリート屋根に施工した場合の表面温度比較ガイナをコンクリート屋根に施工した場合の表面温度比較ガイナをコンクリート屋根に施工した場合の表面温度比較ガイナをコンクリート屋根に施工した場合の表面温度比較

表面温度の比較表面温度の比較表面温度の比較表面温度の比較

無塗装無塗装無塗装無塗装 ガイナ塗装ガイナ塗装ガイナ塗装ガイナ塗装

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート ４４～４８℃ ３５～４０℃

無塗装面無塗装面無塗装面無塗装面 ガイナ塗装面ガイナ塗装面ガイナ塗装面ガイナ塗装面

・場所：東京
・測定日時：２００８年９月３日１３：３０
・外気温：３３℃



ガイナを金属屋根に施工した場合の屋根裏温度比較ガイナを金属屋根に施工した場合の屋根裏温度比較ガイナを金属屋根に施工した場合の屋根裏温度比較ガイナを金属屋根に施工した場合の屋根裏温度比較

塗装前塗装前塗装前塗装前 ガイナ塗装ガイナ塗装ガイナ塗装ガイナ塗装

空気温度

（最高温度）
５０～５５℃ ３５～４０℃

屋根裏空気温度（最高温度）の比較屋根裏空気温度（最高温度）の比較屋根裏空気温度（最高温度）の比較屋根裏空気温度（最高温度）の比較

施工事例施工事例施工事例施工事例ーーーー３３３３(折板屋根折板屋根折板屋根折板屋根)

ガイナ塗装後ガイナ塗装後ガイナ塗装後ガイナ塗装後
（白）（白）（白）（白）

塗装前塗装前塗装前塗装前

・場所：長野県長野市
・測定日時 ： 2007年6月～7月

（最高温度）



半導体製造会社様半導体製造会社様半導体製造会社様半導体製造会社様ででででの事例の事例の事例の事例

無塗装無塗装無塗装無塗装 ガイナ塗装ガイナ塗装ガイナ塗装ガイナ塗装

折板屋根 ５７～６２℃ ３５～４０℃

表面温度の比較表面温度の比較表面温度の比較表面温度の比較

施工事例ー４施工事例ー４施工事例ー４施工事例ー４(折板屋根折板屋根折板屋根折板屋根)

ガイナ塗装面ガイナ塗装面ガイナ塗装面ガイナ塗装面
（白）（白）（白）（白）

無塗装面無塗装面無塗装面無塗装面

・場所：山梨県
・測定日時 ： 2010年9月11日 13：00
・外気温 ： 33℃



過去の施工実績過去の施工実績過去の施工実績過去の施工実績(工場・倉庫向け工場・倉庫向け工場・倉庫向け工場・倉庫向け)

代表的な施工実績名称の一覧で代表的な施工実績名称の一覧で代表的な施工実績名称の一覧で代表的な施工実績名称の一覧で
１０００㎡以上の案件を一部抜粋。１０００㎡以上の案件を一部抜粋。１０００㎡以上の案件を一部抜粋。１０００㎡以上の案件を一部抜粋。

※アンケート項目「メーカー事例集への掲載」に「NG」と回
答されたお客様名は公開されておりません。



一般工場の場合一般工場の場合一般工場の場合一般工場の場合一般工場の場合一般工場の場合一般工場の場合一般工場の場合



金属屋根建物における現状の温度分布推定金属屋根建物における現状の温度分布推定金属屋根建物における現状の温度分布推定金属屋根建物における現状の温度分布推定

太陽光の反射
（40％）

外気温（ピーク時）
33℃

太陽光の吸収
（60％）

表面温度：67℃

空気温度：64℃

（ピーク時）（ピーク時）（ピーク時）（ピーク時）

�屋根表面67℃程度。
�屋根裏面で65℃程度。

�建物上部で64℃程度（空気温度）。

�屋根・外壁からの輻射熱を
考慮した体感温度として
評価すると43℃程度となる。

※体感温度は、簡易的には 周辺部材温度

（屋根の色：濃い青65-40P）

建物温度分布建物温度分布建物温度分布建物温度分布ーーーー１１１１(原状・金属屋根原状・金属屋根原状・金属屋根原状・金属屋根)

裏面温度：65℃

6m

空気温度：64℃

空気温度
33℃（想定：外気温程度）

（輻射熱）

※体感温度は、簡易的には 周辺部材温度
と空気温度の平均値で定義。
※（65*0.8+33）／2＝43

�周辺部材の温度が高いと部材
から発せられる輻射熱（遠赤外線）
により、体感的には空気温度以上
に暑く感じる。

ガルバニウム折半屋根は、真夏の無風状態で、
８０℃を超える計測を何度か経験しております。
ここでは、一応７０℃と、一般的な頻度で、
真夏の日照下で確実に発生し得る温度を

ピークとさせて頂きました。

体感温度43℃ 暑いべ
～



ガイナ塗装後の金属屋根建物における温度分布推定ガイナ塗装後の金属屋根建物における温度分布推定ガイナ塗装後の金属屋根建物における温度分布推定ガイナ塗装後の金属屋根建物における温度分布推定

太陽光の反射
（90％） 外気温（ピーク時）

33℃

太陽光の吸収
（5％）

遠赤放射
（5％） 表面温度：36℃

（屋根の色：白N95）

（ピーク時）（ピーク時）（ピーク時）（ピーク時）

�屋根表面で36℃程度。
�屋根裏面で34℃程度。

�建物上部で33℃程度（空気温度）。

�屋根・外壁からの輻射熱を
考慮した体感温度として
評価すると28程度となる。

建物温度分布建物温度分布建物温度分布建物温度分布ーーーー２２２２(ガイナ塗装後ガイナ塗装後ガイナ塗装後ガイナ塗装後)

（5％）

裏面温度：34℃

6m

空気温度：33℃

空気温度
28℃（空調設定温度）

（輻射熱）
※大幅に減少

体感温度28℃ 楽だべ～

※体感温度は、簡易的には 周辺部材温度
と空気温度の平均値で定義。
※（34*0.8+28）／2＝28

�周辺部材からの輻射熱の量が
減ることにより、体感的には、
空気温度の低下以上に涼しく感
じる。

※ただし、外気影響のため、室温自体高く
なる場合もあるので注意！



温度低減効果まとめ温度低減効果まとめ温度低減効果まとめ温度低減効果まとめ(金属屋根金属屋根金属屋根金属屋根)

ガイナ塗装することで、大幅な温度低下を実現することが期待出来る。ガイナ塗装することで、大幅な温度低下を実現することが期待出来る。ガイナ塗装することで、大幅な温度低下を実現することが期待出来る。ガイナ塗装することで、大幅な温度低下を実現することが期待出来る。

施工前施工前施工前施工前
温度温度温度温度℃℃℃℃

ガイナ塗装後ガイナ塗装後ガイナ塗装後ガイナ塗装後
温度温度温度温度℃℃℃℃

差分差分差分差分

外気温外気温外気温外気温 ３３ ３３ ―

屋根表面屋根表面屋根表面屋根表面 ７０ ４２ －２８－２８－２８－２８

屋根裏面屋根裏面屋根裏面屋根裏面 ６０ ３５ －２５－２５－２５－２５屋根裏面屋根裏面屋根裏面屋根裏面 ６０ ３５ －２５－２５－２５－２５

空気温度空気温度空気温度空気温度(上部上部上部上部) ４６ ３３ －１３－１３－１３－１３

空気温度空気温度空気温度空気温度(床付近床付近床付近床付近) ３５ ２８ －７－７－７－７

体感温度体感温度体感温度体感温度(床付近床付近床付近床付近)

※※※※輻射熱の影響を考慮輻射熱の影響を考慮輻射熱の影響を考慮輻射熱の影響を考慮
４２ ２８ －１４－１４－１４－１４

省エネ効果省エネ効果省エネ効果省エネ効果
５５５５℃℃℃℃の温度低下の温度低下の温度低下の温度低下→５０％省エネ効果５０％省エネ効果５０％省エネ効果５０％省エネ効果
※１℃の設定温度低下→１０％の省エネ(東京電力)

作業者の作業者の作業者の作業者の
体感的効果体感的効果体感的効果体感的効果



ガイナ塗装により期待される各種効果ガイナ塗装により期待される各種効果ガイナ塗装により期待される各種効果ガイナ塗装により期待される各種効果

ガイナ塗装により、総合的には以下の効果が期待される。ガイナ塗装により、総合的には以下の効果が期待される。ガイナ塗装により、総合的には以下の効果が期待される。ガイナ塗装により、総合的には以下の効果が期待される。

具体的な効果具体的な効果具体的な効果具体的な効果 内容内容内容内容 備考備考備考備考

経済的メリット経済的メリット経済的メリット経済的メリット
効果効果効果効果

冷暖房費の削減 室内設定温度を５℃下げることで、５
０％程度空調費を削減することが出
来る。

１℃設定温度の低下→１
０％の省エネ(東京電力)

塗替え工事の削減 高耐久性のガイナにより、今後の屋
根の塗替え回数を削減出来る。

ガイナの耐久性１５～２０
年程度

建物の長寿命化 ガイナを塗装することで、熱による建
物のゆがみ等の発生を抑え、劣化を
低減することが出来る。

２倍程度の長寿命化が期
待される。

環境負荷の低減環境負荷の低減環境負荷の低減環境負荷の低減 CO２削減 消費電力削減により、CO2排出量を抑
えることが出来る。

５０％程度削減が期待さ
れる。

作業環境の改善作業環境の改善作業環境の改善作業環境の改善 熱中症対策 作業場の空気温度を低くすることで、
熱中症の発生率を大幅改善出来る。

３９℃→２８℃
発生率１７％→１％以下

作業性の改善作業性の改善作業性の改善作業性の改善 エラー発生の低減 作業場の空気温度を低くすることで、
作業エラーの発生率を改善すること
が出来る。

３５℃→２９℃
発生率２５％→１９％



６００

5００

4００

3００

1００

2００

０

－1００

塗装時 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 １０年

一般塗料
５２０万円

差額

８４６万円

万円

３年目で
一般塗装を逆転

１０年後のトータルコスト比較１０年後のトータルコスト比較１０年後のトータルコスト比較１０年後のトータルコスト比較(塗装コスト・省エネ効果塗装コスト・省エネ効果塗装コスト・省エネ効果塗装コスト・省エネ効果)

６年目で
塗装費用を償却

塗替え

－1００

－2００

－３００

－４００

塗装コスト 耐用年数 夏季省エネ効果 冬季省エネ効果 年間省エネ効果

１０年後トータルコスト

（塗装コスト－省エネ効果）

ガイナ ４９４万円
（3,800円×1300㎡)

１５年 ６０万円 ２２万円 ８２万円 －３２６万円

一般塗料

（ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ）

２６０万円
（2,000円×1300㎡)

１０年 ０万円 ０万円 ０万円 ５２０万円

※埼玉県志木市の倉庫・瓦棒屋根（１３００㎡）に塗装した際の1年間の実測地を基に算出

ガイナ
－３２６万円



総合的サポート総合的サポート総合的サポート総合的サポート

ガイナ塗装による省エネ効果・作業環境改善効果などを納得して頂くために、ガイナ施工
前後における効果確認するためのデータ計測及び評価レポートを提供しております。

作業項目作業項目作業項目作業項目 工程工程工程工程 備考備考備考備考

現地調査現地調査現地調査現地調査

計測内容の立案計測内容の立案計測内容の立案計測内容の立案 建物構造を考慮して、温度計測のポイン
ト・手法を計画。ト・手法を計画。

温度計測①温度計測①温度計測①温度計測① １５分間隔での空気温度を計測する。
屋根裏・室内などに設置。

温度計測②温度計測②温度計測②温度計測② 塗装前後での部材温度(屋根面・天井裏面
など)の計測。サーモグラフィなどを使用。

ガイナ施工工事ガイナ施工工事ガイナ施工工事ガイナ施工工事

アンケート調査アンケート調査アンケート調査アンケート調査 現場の作業スタッフへのアンケート調査。
塗装前後での効果の実感など。

評価レポート作成評価レポート作成評価レポート作成評価レポート作成 計測した温度データより、ガイナ塗装によ
る効果を評価し、レポートして提供。



屋根からの侵入熱計算を常に行っ
ております。遮熱・断熱塗装に適し
た屋根であるかどうか、費用対効果
の関係はどうか・・など、必要条件
に基づいて、仮計算が可能です。

断熱効果のシミュレーション①断熱効果のシミュレーション①断熱効果のシミュレーション①断熱効果のシミュレーション①

加えて弊社では、これらのシミュレー
ションの検証を目的として、様々な遮熱
塗装前後温度計測を実施しております。

温度計測とそのレポーティングもご相談
頂けます。



断熱効果のシミュレーション②断熱効果のシミュレーション②断熱効果のシミュレーション②断熱効果のシミュレーション②



費用対効果に合わせた塗装仕様設定費用対効果に合わせた塗装仕様設定費用対効果に合わせた塗装仕様設定費用対効果に合わせた塗装仕様設定

目標として適切
な省エネ率

塗布量・作業コス塗布量・作業コス
トなど、施工原価

の算定

償却期間

施工仕様施工仕様施工仕様施工仕様



省エネを空気の流れから省エネを空気の流れから省エネを空気の流れから省エネを空気の流れから
お手伝い致します！お手伝い致します！お手伝い致します！お手伝い致します！

断熱塗料ガイナで断熱塗料ガイナで断熱塗料ガイナで断熱塗料ガイナで
熱線を反射！熱線を反射！熱線を反射！熱線を反射！

㈱日進中央㈱日進中央㈱日進中央㈱日進中央
TEL:03-5763-5300

FAX:03-5763-5301
ガラス断熱コーティングでガラス断熱コーティングでガラス断熱コーティングでガラス断熱コーティングで

熱線を反射！熱線を反射！熱線を反射！熱線を反射！


